
工法名： スラブ用伸縮式鋼製型枠（フリースパンフォーム） No. 2018-躯体（RC）-23

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 特許第 3609399 号

フリースパンフォーム（FSF）は従来のデッキプレートと違い、長さの調整が可
能なスライド式床板用鋼製型枠（転用可能）。
転用が可能なため、現場での省力化や工期の短縮だけでなく、木材など廃材
の削減によって環境負荷低減にも役立つ。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・スライド機能により様々なスパンに対応し、転用性アップ。
・根太鋼管ゼロによる騒音軽減。
・仮設資材削減による省スペース化。
・リデュース・リユース・リサイクル。
・大引パイプサポートの大幅な削減。

【コスト】
・運搬、搬入、設置、転用、解体の負担軽減によるトータルコスト削減。

【注意事項】
・FSF底部には支保工を必ず設置。（支保工が無い場合、負荷時にFSFが変
形し、落下する恐れあり。）

適用条件 特になし

メーカー等
ヒロセ㈱　　URL：http://www.hirose-net.com/technique/freespanform.html
製造元　鋼鈑商事㈱

備　考
早期脱型工法での実績があり、その現場に於いては、一層のみの搬入で転
用することが可能。

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

FSF敷設 FSF解体

■スライド機能

・加工性能アップ

・梁間かかり代確保

・簡易施工性アップ

伸

縮
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